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平成 20 年 3 月，文部科学省は学習指導要領の改訂
を行った。この改訂で告示された学習指導要領（文部
科学省 2008a，以下，「新学習指導要領」と呼ぶ）で
は，小学校 5 年生と 6 年生に週 1 時間の外国語活動が
必修として新たに位置づけられた。外国語活動は，平
成 20 年度の周知期間から，21 年度の移行期 1 年次，
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本的な理念としては，主に(2)の a～c の 3 つの項目が
挙げられている（文部科学省 2008c：8）。
 
(2) a.  小学生の柔軟な適応力を生かすこと 
b.  グローバル化の進展への対応 





















































































 (4)の a で述べた「外国語を用いてコミュニケーショ
ンを図る楽しさを体験する」には，そのための機会や
場面を設定することが必要である。同様に，(4)の b～





















































(Hoogenboom & Uehara 2006a, b) 。
(6) 日本人（担任）教師の主な役割 
a.  英語活動の立案と実施の主導者 





 (7) 英語を母語とするＡＬＴの主な役割   

























は，20 代 18 名，30 代 39 名，40 代 96 名，50 代 32
名である。また，教員経験年数ⅶ は，0－9 年 31 名，
10－19 年 69 名，20 年以上 85 名である。回答者の専
門は，英語が 51 名，英語以外が 134 名であった。英
語活動への関わり方は，校内の係としてが 129 名，学
級担任としてが 108 名であり，52 名がこれら２つを
重複している。
 最初の質問は，ＡＬＴとのティーム・ティーチング










































































(8) ・ 自分の構想している授業を明確にＡＬＴに 






























































































































































表 6 の「9 その他」には，音楽 9 名，家庭科 6 名，
図画工作 5 名，学級活動 4 名ⅹⅱ，特別支援学級 2 名，
































































































  導方針が定まらない。 
・ 教科（活動）としての積み上げがなく，モデ 
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ⅱ Assistant Language Teacherの略。
ⅲ 平成 19 年度における小学校 5 年生でのＡＬＴ（ＪＥ
Ｔ・ＪＥＴ以外の双方を含むＡＬＴ）の活用時間数は
4,961 時間，地域人材等の活用時間数は 632 時間であ
る。また，小学校 6 年生では，それぞれ 4,931 時間，
612 時間となっている。
ⅳ 本調査では 189 名から回答を得たが，第 4 節では，大









る。その年数は，0 年 86 名，1-4 年 34 名，5-9 年 33


























（うえはら けいこ・れいもんど ふうげんぶうむ） 

